
平成２９年度事業報告 

 

（公財）佐賀県生活衛生営業指導センターは、法律に掲げる「公衆衛生の向

上及び増進に資し、並びに国民生活の安定に寄与する」こと等を目的として、

次の事業を実施した。 

 

１．生活衛生関係相談指導事業【公益目的事業】 

 

 生衛業の衛生水準の維持向上、経営の安定化を図ることにより、消費者等の利

益の擁護に資するため、生衛業者への経営、金融、衛生等の相談指導を実施した。 

 

（１）指導センター内における相談窓口の常設（H29年度 年間 246日） 

 

 （２）生衛業者又は組合事務局の要請に基づく現地等訪問相談指導（随時） 

 

（３）地区協議会及び巡回相談窓口の開設（9月～11月） 

 ①地区協議会（県内の全保健福祉事務所） 

     9/11（伊万里・唐津）、11/6（鳥栖・佐賀）、11/13（杵藤） 

  ②巡回相談窓口の開設（佐賀中部を除く 4保健福祉事務所 13～15時） 

     7/10（伊万里）、8/7（唐津）、9/4（杵藤）、10/16（鳥栖） 

 

（４）中小企業診断士、弁護士等外部の専門家による相談指導（0件） 

 

（５）ア H30.1.22 税務経営講習会の開催（グランデはがくれ） 

出席者 41名（経営特別相談員、生衛業者ほか） 

      講師：税理士 中島 嘉郎氏 

 

イ ｢生衛さが｣の発行（年２回 8月及び 1月発行 各 20ページ） 

  主な送付先：組合、経営特別相談員、県（関係各課）、政策金融公庫 他 

 

２．生衛業経営改善資金融資等指導事業【公益目的事業】 

 

 生衛業者の経営健全化等を支援するため、政策金融公庫の融資制度等の利用

推進及び経営特別相談員への活動支援を実施した。 

 



（１）生活衛生改善貸付の利用推進を図るための指導助言 

  ・生活衛生改善貸付融資件数：26件 

 

（２）H30.1.22  経営特別相談員研修会の開催（出席者 31名） 

  ・生活改善貸付の推薦事務の実務について 

・最低賃金引上げと厚生年金適用促進について 等 

 

（３）経営特別相談員の指導活動に対する助成 

 

３．生衛業情報化整備事業【公益目的事業】 

 

生衛業の経営の安定化や衛生水準の確保等に資するための情報収集及び情報

発信に係る設備等の維持管理を行うとともに、指導センターＨＰの再整備を実

施した。 

（１）生衛業情報ネットワークシステムの維持管理 

（２）指導センターＨＰの再整備による情報発信の充実・強化 

  H30年 3月    指導センターＨＰを再整備 

  H30年 4月 13日 新ホームページ公開 

 

４．標準営業約款事業【公益目的事業】 

 

 ・登録申請店舗に対する書面審査及び登録業務を実施した。 

・標準営業約款普及登録促進月間（11月）等における広報活動を実施した。 

 

（１）審査・登録業務の実施 

登録件数（H29年度末）：993件（理 504件、美 466件、クリ 23件） 

   ＊うち H29年度 再登録 31件（理 21件、美 7件、クリ 3件） 

新 規 5件（理容 2件、美容 2件） 

（２）H29.10.4 標準営業約款推進協議会の開催（佐賀市 アバンセ） 

 【委 員】 

   県関係（生活衛生課、くらしの安全安心課 各担当副課長・係長） 

   消費者団体（地域婦人連絡協議会、消費者グループ協議会 各会長） 

   生活衛生組合（理容、美容業、飲食業、クリーニング組合 各理事長） 

 【概 要】 

標準営業約款の登録状況、制度の広報活動及び消費者苦情等に関する意 

見交換を行った。 



（３）広報活動の実施（10～11月） 

  ・全国センター作成チラシ掲示による広報を依頼 

依頼先：県、公庫、全市町支所、全商工会等（86カ所） 

  ・啓発用ティッシュ等の配布による広報活動（11/2 ゆめタウン佐賀） 

  ・新聞広報紙及び郵便局（30局）へのポスター掲載による広報活動 

 

５．クリーニング師研修等事業【公益目的事業】 

 

クリーニング業法に基づくクリーニング師の資質向上等を図るための研修会

を開催した。 

 

H30．1.21 クリーニング師研修会の開催（佐賀市 アバンセ）受講者：10名 

 

【佐賀県での受講状況】 

第 10クール（H28～H30年度）の想定受講率：52.0％（想定受講者 153人/294 人） 

（前回）第 9クール（H25～H27年度）の受講率：54.2％（受講者 173人/319人） 

（参考）全国平均：第 9クール 32.9％ 第 10クール（想定）35.1％ 

 

６．後継者育成支援事業【公益目的事業】 

 

次世代を担う若い人達に生衛業や仕事に対する関心を抱かせるため、インタ

ーンシップ制度や出前授業等を活用した取り組みを実施した。 

 

（１）インターン制度又は出前講座等を活用した体験学習等を実施した。 

  ①インターン生：143名 

（中学生 83名、高校生 41名、専門学校生 7名、その他 12名） 

②出前授業等 

 ア 学習課外授業（県理容組合）（H30年 1月 22日） 

    伊万里市山代東小 5年生 25人 理容師の職場体験授業 

 イ イベント開催型事業（県料理業組合）（H29 年 7 月 30 日 アバンセ） 

    第 2回 親子でチャレンジ和食教室 親子 15組（38人） 

   ～食育の観点から日本の伝統文化「和食」に親しむ活動～ 

（２）H30．3.26 後継者育成支援協議会の開催（佐賀市 グランデはがくれ） 

 【委 員】 

   行政関係者（産業人材課、学校教育課、生活衛生課） 

   組合代表者（各生衛組合理事長など） 



７．調査活動・情報収集等事業【収益事業】 

 

景気動向、経営状況調査を受託し、生衛業者が経営判断を行う際の材料等に活

用することを目的として得られた調査結果を提供した。 

 

（１）生活衛生関係営業の景気動向等調査（㈱日本政策金融公庫 委託事業） 

（調査内容）設備投資動向・資金借入動向、価格・雇用動向等：協力 70事業者 

 

（２）生衛業経営状況調査（厚生労働省 委託事業） 

（調査内容）売上、原材料費、粗利益、客数等：協力 63事業者 

 

８．佐賀県生活衛生同業組合連合会事務局の運営業務【収益事業】 

 

生衛法に基づく非営利団体の生活衛生同業組合による連合会は、地域社会

の衛生水準の維持向上及び地域社会の活性化を目的とする団体であり、その

事業を支援するため、連合会事務局運営の業務を受託した。 

 

（１）生活衛生事業等功労者表彰等事業 

①叙勲等表彰に係る候補者審査・推薦業務 

②県生衛組合連合会長表彰候補者の審査業務及び表彰式関連業務 

 

【受賞の状況】 

厚生労働大臣表彰（1名）、全国生衛同業組合中央会理事長表彰（4名） 

県知事感謝状（4名）、県健康福祉部長感謝状（5名） 

県生衛同業組合連合会会長表彰（10名） 

 

・H29.6.8 功労者表彰式の開催（佐賀市 ロイヤルチェスター佐賀） 

 

（２）組織強化対策事業 

 

① 組合への新規営業者等に関する情報収集・提供 

提供した情報件数：4,173件 

 

②全国センターが作成したチラシ等を活用した組合加入勧奨活動 

  保健福祉事務所等へのチラシ提供：4,105枚（2種類合計） 

 



（３）地域団体等との連携強化事業 

・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動実行委員会への出席、参加 

  H29.5.22  実行委員会出席（県庁） 

  H29.11.24  乱用防止運動佐賀（九州）大会参加（鳥栖市） 

・Ｈ35年国体等準備委員会等への出席（佐賀市 グランデはがくれ） 

  6月 5日 第 3回常任委員会及び総会（総会準備のため欠席） 

 12月 22日 第 4回常任委員会出席（グランデはがくれ） 

 

 （４）その他 連合会理事会、総会資料等の作成 

 

９．その他【法人管理事務】 

  指導センターの管理・運営に係る事務を行った。 

①H29.6.8 第 1回 通常理事会（佐賀市 ロイヤルチェスター佐賀） 

・H28年度 事業報告及び決算の報告 

・H29年度 事業計画及び収支予算の承認 

・県生衛同業組合連合会事務局運営の事業受託の承認 

・評議員会に関する事項の決定 

 

②H29.6.23 通常評議員会（佐賀市 アバンセ） 

 ・H28年度 事業報告及び決算の承認 

 ・H29年度 事業計画及び収支予算の報告 

 

  ③H29.12.11 第 1回 臨時理事会（佐賀市 ロイヤルチェスター佐賀） 

   ・経営指導員の交替に関する報告及び承認 

   ・H29年度 収支補正予算の承認 

   ・「職員給与規程」及び「就業規則」の一部変更の決定 

 

  ④H30.3.26 第 2回 通常理事会（佐賀市 グランデはがくれ） 

・H29年度 収支補正予算の承認 

・H30年度 事業計画及び収支予算の承認 

 


